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生
沢
猛
夫
著

『『

鴻
V
ア
原
初
年
代
記
』
を
読
む

　
ー
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
あ
る
い
は

　
　
「
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
扁
に
つ
い
て
の
覚
書
　
　
』

笈
　
川
　
侑
　
也

　
後
世
の
ロ
シ
ア
の
歴
史
家
に
よ
っ
て
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
史
と
呼
ば
れ
た
、

東
ス
ラ
ヴ
族
最
初
期
の
歴
史
は
、
ル
ー
シ
地
域
（
お
よ
そ
現
在
の
ウ
ラ
ル
山

脈
以
西
の
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
あ
た
る
）
を
南
北
に
貫

通
す
る
「
ヴ
ア
リ
ャ
ー
ギ
か
ら
グ
レ
キ
へ
の
道
」
（
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
す
な
わ

ち
北
欧
地
域
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
へ
の
道
、
と
い
う
意
味
）
と
の
関
係
を
中
心
に

記
述
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
近
年
の
研
究
は
、
黒
海
沿
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
ユ
ダ
ヤ
教
国
家
の
バ
ザ
ー
ル
帝
国
か
ら
キ
エ
フ
を
逓
り
、
南
ド
イ
ツ
へ
と

つ
な
が
る
交
易
路
で
あ
る
「
バ
ザ
ー
ル
か
ら
ド
イ
ツ
へ
の
道
」
（
以
下
、
「
東

西
の
道
」
と
略
記
す
る
）
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、

キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
で
書
か
れ
た
年
代
記
史
料
の
内
容
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に

断
片
的
に
残
る
「
ル
ー
シ
の
人
々
」
（
以
下
で
は
、
ル
ー
シ
人
、
と
す
る
）

の
記
録
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ル
ー
シ
の
西
方
と
の
密
接
な
関
係
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ら
か
に
し
た
。
そ
の
研
究
の
一
つ
で
あ
る
A
・
B
・
ナ
ザ
レ
ン
コ
の
研
究
に

依
り
な
が
ら
、
著
者
の
栗
生
沢
猛
夫
氏
が
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
の
ル
ー
シ
」

と
い
う
、
新
し
い
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
史
像
を
描
き
出
し
て
い
た
の
が
本
書
で

あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
と
い
う
国
家
は
、
東
西
に
つ
な

が
る
交
易
路
上
に
発
展
し
た
の
で
あ
り
、
九
、
～
○
世
紀
当
時
そ
れ
自
体
発

展
途
上
に
あ
っ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ル
ー
シ
の
歴
史
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
が
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
深
く
隣
国

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
の
動
向
に
関
連
し
て
い
た
。
＝
二
世
紀
中
葉
の
モ

ン
ゴ
ル
人
の
侵
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
降
近
隣
諸
国
と
切
り
離
さ
れ
、
．

独
自
の
発
展
を
し
た
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な
ル
ー
シ
史
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

世
史
の
文
脈
に
位
遣
づ
け
た
本
書
の
功
績
は
大
き
い
。

　
以
下
で
は
、
全
一
二
章
を
章
ご
と
に
概
略
を
示
し
、
そ
の
後
に
問
題
点
の

指
摘
を
行
う
。
内
容
を
紹
介
す
る
前
に
、
　
点
だ
け
断
り
を
入
れ
て
お
き
た

い
。
本
書
は
、
ル
ー
シ
の
最
初
期
の
歴
史
を
一
つ
の
史
料
を
読
み
解
く
こ
と

で
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
時
期
が
お
よ
そ
二

五
〇
年
に
も
な
る
長
大
な
著
作
な
の
で
、
紙
幅
の
都
合
上
、
概
説
的
か
つ
通

史
的
な
説
明
は
最
低
限
に
収
め
、
詳
し
い
論
証
に
立
ち
入
っ
て
内
容
を
説
明

す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
内
容
の
解
説
は
、
本
書
の
中
心
的
な
主
張
で
あ
る

「
東
館
の
道
」
を
め
ぐ
る
、
ル
ー
シ
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
の
関
係
に
焦
点

を
当
て
て
記
述
す
る
。

　
序
「
本
書
の
ね
ら
い
」
で
は
、
扱
わ
れ
る
課
題
と
方
法
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
本
書
は
、
ル
ー
シ
史
の
根
本
史
料
で
あ
る
『
原
初
年
代
記
撫

（『

ﾟ
ぎ
し
年
月
の
物
語
』
と
も
呼
ば
れ
る
）
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
ロ
シ

ア
の
最
初
期
の
歴
史
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
留
意
点
と
し
て
、
本

書
で
扱
わ
れ
る
キ
エ
フ
時
代
は
ロ
シ
ア
文
化
の
根
源
で
は
あ
る
が
、
古
代
中

世
の
ロ
シ
ア
史
は
そ
れ
以
後
の
歴
史
と
不
連
続
の
側
面
が
あ
る
こ
と
、
つ
ま
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り
、
キ
エ
フ
時
代
は
、
一
三
世
紀
以
後
の
モ
ス
ク
ワ
時
代
と
は
異
な
る
性
格

を
帯
び
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
「
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
と
い
う
国
」
で
は
、
主
に
商
業
の
側
面
か
ら

見
た
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
の
成
立
要
因
と
近
隣
の
諸
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
語

ら
れ
て
い
る
。
ド
ニ
エ
プ
ル
水
系
を
使
っ
た
交
易
会
で
あ
る
「
ヴ
ァ
リ
ャ
ー

ギ
か
ら
グ
レ
キ
の
道
」
だ
け
が
当
該
地
域
を
通
る
交
通
路
で
は
な
か
っ
た
こ

と
が
示
さ
れ
る
。
ま
ず
、
九
、
一
〇
世
紀
に
ル
ー
シ
地
域
で
出
土
す
る
デ
ィ

ル
ハ
ム
銀
貨
か
ら
ヴ
ォ
ル
ガ
水
系
の
交
易
路
に
着
目
す
る
。
こ
の
時
期
の
黒

海
沿
岸
は
、
バ
ザ
ー
ル
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
同
地
域
で
イ
ス
ラ
ー
ム
商
人

と
ル
ー
シ
商
人
が
取
引
し
て
い
た
こ
と
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
地
理
学
者
イ
ブ

ン
・
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
の
記
述
か
ら
導
か
れ
る
。
　
方
、
西
方
と
の
関
係
と
し

て
、
東
フ
ラ
ン
ク
王
国
で
出
さ
れ
た
「
ラ
ッ
フ
ェ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
関
税
規

定
」
か
ら
、
ド
ナ
ウ
川
中
流
域
ま
で
ル
ー
シ
商
人
が
蜜
蝋
な
ど
の
商
品
を
扱

っ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
上
記
の
史
料
を
中
心
に
分
析
し
て
、
キ
エ

フ
・
ル
ー
シ
が
複
数
の
交
易
路
沿
い
に
成
立
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
第
二
章
「
初
期
ロ
シ
ア
史
に
関
す
る
史
料
と
「
ル
ー
シ
」
扁
で
は
、
次
章

以
降
で
分
析
に
使
わ
れ
る
『
原
初
年
代
記
㎏
の
史
料
と
し
て
の
性
格
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
史
料
に
現
れ
る
「
ル
ー
シ
」

と
い
う
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
人
を
指
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
。

西
側
の
史
料
で
あ
る
ベ
ル
タ
ン
年
代
記
の
八
三
九
年
の
記
述
に
は
、
ビ
ザ
ン

ツ
皇
帝
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
使
節
の
中
に
数
人
の
「
ロ
ー
ス
」
が
混
じ
っ
て
い

た
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
ロ
ー
ス
」
と
は
ど
の
よ
う
な
民
族
だ
っ
た
の
か
に

つ
い
て
、
著
者
は
ド
ニ
エ
プ
ル
中
流
域
で
す
で
に
活
動
し
て
い
た
ス
カ
ン
デ

ィ
ナ
ビ
ア
系
だ
と
推
定
す
る
。
こ
の
推
論
か
ら
、
隅
原
初
年
代
記
騙
の
八
六

二
年
の
項
に
記
述
さ
れ
て
い
る
り
ュ
ー
リ
ク
招
致
伝
説
よ
り
も
前
か
ら
、
ス

カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
系
が
ル
ー
シ
地
域
で
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
第
三
章
「
「
ル
ー
シ
の
洗
礼
」
以
前
の
キ
ー
3
ス
ト
教
（
1
）
」
で
は
、

「
ル
ー
シ
の
洗
礼
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
聖
公
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教

受
容
よ
り
も
前
の
ル
ー
シ
人
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。

前
述
の
イ
ブ
ン
・
ホ
ル
ダ
ド
ベ
ー
に
よ
れ
ば
、
ア
ラ
ブ
諸
国
で
取
引
を
行
う

ル
ー
シ
商
人
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
名
乗
り
、
ジ
ズ
ヤ
を
支
払
っ
て
い
た
。

ま
た
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
史
料
か
ら
ル
ー
シ
人
が
改
宗
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
現
れ
る
ル
ー
シ
人
の
改
宗
は
部
分
的
で
、
一
時
的

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
ル
ー
シ
人
が
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。
次
に
、
キ
ュ
リ
ロ
ス
と
メ
ト
ー
デ
ィ
オ
ス
兄
弟
の
活
動

と
ル
ー
シ
地
域
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
。
二
人
の
活
動
は
、
従
来
考
え
ら

れ
て
き
た
の
と
は
異
な
り
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
に
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
南

ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
修
道
院
に
弟
の
メ
ト
ー
デ
ィ
オ
ス
が
滞
在
し
て
い

た
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
同
修
道
院
と
関
係
す
る
史
料
が
、
「
東
西
の
道
」

上
の
諸
地
域
、
諸
民
族
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
そ
の
史
料
が
、

メ
ト
ー
デ
ィ
オ
ス
滞
在
中
に
書
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
兄
弟
が
得
た
情
報
を
元

に
作
成
さ
れ
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
側
も
ス
ラ
ヴ
諸
説
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た

こ
と
が
推
論
さ
れ
る
。

　
第
四
章
「
「
ド
イ
ツ
か
ら
バ
ザ
ー
ル
へ
の
道
一
上
の
ル
ー
シ
」
で
は
、
前

章
で
示
さ
れ
た
「
東
西
の
道
」
の
実
像
に
迫
る
た
め
、
ま
ず
九
、
～
○
世
紀

の
ル
ー
シ
人
が
西
側
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
か
を
『
原
初
年
代

記
舳
の
記
述
か
ら
考
察
し
て
い
く
。
チ
ェ
コ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
指
す
民
族
名

は
、
年
代
記
申
に
頻
繁
に
現
れ
、
こ
れ
ら
が
ル
ー
シ
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
る
。
次
に
、
ル
ー
シ
以
外
の
史
料
か
ら
、
「
東
西
の
道
」
の

内
実
を
探
っ
て
い
く
。
前
述
の
「
ラ
ッ
フ
ェ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
関
税
規
定
」
に
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評到聖

出

は
、
ル
ー
シ
人
に
関
す
る
番
及
が
あ
り
、
こ
の
地
域
ま
で
ル
ー
シ
商
人
が
奴

隷
や
蜜
蝋
を
運
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
の
ユ
ダ

ヤ
人
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
イ
ブ
ン
・
ヤ
ク
ブ
の
記
述
に
よ
る
と
、
ル
ー
シ
商
人
は
、

ク
ラ
ク
フ
を
経
由
し
て
プ
ラ
ハ
を
訪
れ
て
い
た
。
以
上
の
史
料
を
中
心
に
、

交
易
路
を
復
原
す
る
と
、
キ
エ
フ
か
ら
ク
ラ
ク
フ
、
プ
ラ
ハ
を
通
り
、
南
ド

イ
ツ
ヘ
ル
ー
シ
商
人
が
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
ル
ー
シ
側
も

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
へ
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
第
五
章
「
オ
リ
ガ
の
洗
礼
一
「
ル
ー
シ
の
洗
礼
」
以
前
の
キ
リ
ス
ト
教

（
2
）
」
で
は
、
リ
ュ
ー
リ
ク
の
子
と
さ
れ
る
イ
ー
ゴ
リ
と
結
婚
し
た
オ
リ

ガ
を
考
察
対
象
と
し
て
、
前
章
ま
で
で
示
さ
れ
た
ル
ー
シ
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
」
と
の
交
流
が
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
夫
イ
ー
ゴ
リ
が
亡
く

な
っ
た
九
四
五
年
か
ら
自
身
が
亡
く
な
る
九
六
九
年
ま
で
、
オ
リ
ガ
は
子
の

ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
フ
の
摂
政
と
し
て
政
務
に
就
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
当
該
時

期
に
オ
リ
ガ
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
訪
問
し
た
こ
と
が
ビ
ザ
ン
ツ

側
の
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
訪
問
に
つ
い
て
、
大
胆
な
仮
説
が
提
示

さ
れ
て
い
る
。
訪
問
の
目
的
は
、
彼
女
自
身
の
洗
礼
、
通
商
条
約
の
改
正
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
オ
リ
ガ
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
訪
問
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

不
満
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
『
原
初
年
代
記
緬
の
記
述
か
ら
窺
え
る
。
こ
の

不
満
を
背
景
に
、
彼
女
が
ド
イ
ツ
王
に
接
近
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
側
か
ら
譲
歩
を

引
き
出
そ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
西
側
の
史
料
に
も
依
拠
し
な
が
ら
論

証
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
か
ら
キ
エ
フ
に
派
遣
さ
れ
た
ア
ダ
ル
ベ
ル

ト
が
布
教
に
失
敗
し
て
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
、
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン

ツ
の
関
係
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

　
第
六
章
「
ヤ
ロ
ポ
ル
ク
・
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ヴ
ィ
チ
公
（
九
七
二
…
九
七
八

年
）
」
で
は
、
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
フ
の
子
で
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
聖
公
の
兄
に
あ

た
る
ヤ
ロ
ポ
ル
ク
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。
『
原
初
年
代
記
』
に
お
け
る
ヤ

ロ
ポ
ル
ク
は
、
弟
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
と
の
争
い
に
敗
れ
、
キ
エ
フ
と
そ
の
大

公
位
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
語
ら
れ
る
の
み
で
、
従
来
そ
の
注
目
度
は
、

高
く
は
な
か
っ
た
。
本
書
で
は
、
こ
の
兄
弟
間
の
争
い
を
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
な
ど
の
諸
国
と
の
込
潮
関
係
の
観
点
か
ら
捉
え
な
お
し
た
こ
と
で
、
ヤ

ロ
ポ
ル
ク
が
対
外
関
係
で
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
興
味
深
い
考
察
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
公
コ
ン
ラ
ー
ト
が
九
七

〇
年
代
に
娘
を
ヤ
ロ
ポ
ル
ク
に
嫁
が
せ
た
こ
と
が
醤
及
さ
れ
る
。
コ
ン
ラ
ー

ト
は
、
チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
と
対
立
し
て
い
た
オ
ッ
ト
ー
二
世
の
同

盟
者
で
あ
り
、
ヤ
ロ
ポ
ル
ク
が
オ
ッ
ト
ー
側
に
つ
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

同
時
に
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
拠
点
を
構
え
て
い
た
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
に
は
、
二
人

の
チ
ェ
コ
人
女
性
が
嫁
い
で
い
た
こ
と
か
ら
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
ー
ー
チ
ェ
コ
の
同

盟
関
係
が
推
論
さ
れ
る
。
ヤ
ロ
ポ
ル
ク
は
、
九
七
七
年
夏
に
「
東
西
の
道
」

上
に
あ
る
西
ブ
ク
川
上
流
域
を
め
ぐ
っ
て
チ
ェ
コ
と
交
戦
し
て
お
り
、
こ
の

仮
説
は
あ
る
程
度
妥
当
性
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
第
七
章
「
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
ヴ
イ
チ
公
と
「
ル
ー
シ
の
洗

礼
」
」
で
は
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
聖
公
の
活
動
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
『
原
初

年
代
記
幽
に
は
、
兄
ヤ
ロ
ポ
ル
ク
と
の
争
い
に
勝
利
し
、
キ
エ
フ
大
公
に
就

任
し
た
後
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
が
、
門
リ
ャ
ヒ
」
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
遠
征
を
行
っ

た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
遠
征
に
つ
い
て
、
事
実
で
は
な
か
っ
た
と
疑

問
視
す
る
研
究
者
も
い
る
が
、
本
書
で
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
関
係
か
ら
、
一
つ
の
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
九
七
八
年
の

ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
の
和
解
と
九
七
九
年
冬
に
オ
ッ
ト
ー
二
世
が
ポ
ー
ラ
ン
ド

を
攻
撃
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
も
ド
イ
ツ
の
動
き
に
連
動
し

て
遠
征
を
起
こ
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
後
、
論
は
「
ル
ー
シ
の
洗
礼
」
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へ
と
移
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
著
者
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
史
料
な
ど
を
用
い
て
、

隅
原
初
年
代
記
騙
に
記
さ
れ
た
「
ル
ー
シ
の
洗
礼
」
の
内
容
は
、
後
の
時
代

の
編
集
に
よ
る
宗
教
的
な
脚
色
を
帯
び
て
お
り
、
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
八
章
「
「
呪
わ
れ
た
」
ス
ヴ
ャ
ト
ポ
ル
ク
と
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
「
賢
公
扁

一
大
公
位
継
承
争
い
と
「
ポ
リ
ス
・
グ
レ
ー
プ
」
崇
拝
の
成
立
」
で
は
、

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
死
後
に
起
き
た
、
そ
の
子
供
た
ち
に
よ
る
キ
エ
フ
大
公
位
を

め
ぐ
る
争
い
と
そ
の
過
程
で
殺
さ
れ
、
後
に
ル
ー
シ
初
の
聖
入
と
な
っ
た
ウ

ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
子
供
ポ
リ
ス
と
グ
レ
ー
プ
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
父

の
死
後
キ
エ
フ
大
公
と
な
っ
た
ス
ヴ
ャ
ト
ポ
ル
ク
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
だ
っ
た

ヤ
ロ
ス
ラ
フ
と
の
争
い
は
、
一
〇
｝
九
年
に
決
着
し
、
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
が
大
公

位
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
内
乱
期
に
起
き
た
ポ
リ
ス
と
グ
レ
ー
プ
の

死
に
つ
い
て
、
著
者
は
興
味
深
い
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、

ポ
リ
ス
と
グ
レ
ー
プ
は
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
に
ビ
ザ
ン
ツ
か
ら
嫁
い
だ
ア
ン
ナ

の
子
供
で
あ
り
、
兄
弟
の
殺
害
は
ビ
ザ
ン
ツ
へ
の
従
属
を
恐
れ
る
他
の
兄
弟

た
ち
の
陰
諜
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
著
者
は
こ
の
仮
説
を
全
面
的

に
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
魅
力
的
な
説
明
と
し
て
評
価
し
て

い
る
。

　
第
九
章
「
「
賢
島
」
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ロ
ヴ
イ
チ
」
で
は
、
前

章
で
示
唆
さ
れ
た
ル
ー
シ
と
ビ
ザ
ン
ツ
の
関
係
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
ヤ
ロ

ス
ラ
フ
に
よ
る
立
法
活
動
に
書
及
し
た
後
、
国
内
の
キ
リ
ス
ト
教
普
及
の
問

題
と
ビ
ザ
ン
ツ
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
を
進
め
て
い
る
。
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
に

よ
る
、
初
の
ル
ー
シ
出
身
の
キ
エ
フ
府
主
教
イ
ラ
リ
オ
ン
の
抜
擢
の
背
景
に

つ
い
て
、
著
者
は
ビ
ザ
ン
ツ
か
ら
の
自
立
的
志
向
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と

に
同
意
し
な
い
。
ま
た
、
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
の
対
外
婚
姻
政
策
の
観
点
か
ら
、
結

婚
の
数
を
比
較
し
た
研
究
が
引
用
さ
れ
、
ル
ー
シ
の
公
家
が
、
例
外
的
に
ビ

ザ
ン
ツ
と
密
接
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
西
方
諸

国
と
の
婚
姻
関
係
を
望
ん
で
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
次
章
へ
の
橋
渡
し
が
さ

れ
て
い
る
。

　
第
一
〇
章
「
ル
ー
シ
と
西
方
諸
國
」
で
は
、
西
方
と
の
関
係
と
し
て
、
ま

ず
ル
ー
シ
と
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
の
関
係
が
、
次
に
ル
ー
シ
公
家
に
よ
る
婚

姻
政
策
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
近
年
ロ
シ
ア
国
内
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
北
欧
地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
著
者
は
サ
ガ
な
ど
の
北
欧
の
文

学
作
品
を
用
い
て
、
ル
ー
シ
を
訪
れ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
の
足
跡
を
た
ど
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ル
ー
シ
と
西
方
諸
国
の
密
接
な
交
流
を
、
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
と
そ

の
子
ら
に
よ
る
西
方
諸
国
と
の
婚
姻
を
事
例
に
し
て
裏
付
け
よ
う
と
し
て
い

る
。
中
で
も
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
の
孫
に
あ
た
る
エ
ウ
プ
ラ
ク
シ
ヤ
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ

四
世
の
結
婚
は
、
二
つ
の
点
で
興
味
深
い
。
ま
ず
、
こ
の
結
婚
自
体
が
ル
ー

シ
と
ド
イ
ツ
の
結
び
つ
き
を
間
接
的
に
証
明
す
る
も
の
だ
が
、
彼
女
は
結
婚

し
て
間
も
な
く
叙
任
権
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
教
会
側
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

彼
女
の
存
在
が
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
と
政
治
に
影
響
を
与
え
た
。
次
に

こ
の
婚
姻
が
一
〇
八
○
年
代
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
～
〇
五
四
年
の
い
わ
ゆ

る
東
西
教
会
の
分
裂
以
降
も
、
ル
ー
シ
は
西
側
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
婚
姻
政
策
の
背
景
に
は
、
ル
ー
シ
の
国

際
的
地
位
の
向
上
と
威
信
の
拡
大
を
志
向
す
る
ル
ー
シ
諸
公
の
動
機
が
存
在

し
た
、
と
著
者
は
推
定
し
て
い
る
。

　
第
一
一
章
「
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
後
の
ル
ー
シ
」
で
は
、
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
死
後
の
一

一
世
紀
後
半
の
ル
ー
シ
内
部
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
研
究
史
上
「
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
の
遺
言
」
と
呼
ば
れ

る
、
『
原
初
年
代
記
』
に
記
述
さ
れ
た
彼
の
指
示
で
あ
る
。
こ
の
「
遺
言
」
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評書

で
は
、
子
供
た
ち
に
都
市
を
分
け
与
え
、
危
機
の
時
に
は
互
い
に
協
力
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
遺
蓋
」
が
年
代
記
中
に
現
れ
る
の
は
、

こ
の
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
に
よ
る
も
の
し
か
な
く
、
ま
た
記
さ
れ
て
い
る
言
葉
か
ら

は
、
公
国
の
統
治
制
度
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
著
者
は
彼
の
死

後
の
情
勢
を
『
原
初
年
代
記
騙
を
中
心
に
用
い
て
、
分
析
し
、
以
下
の
結
論

に
至
っ
た
。
「
遺
言
」
は
ル
ー
シ
内
の
最
大
権
力
者
の
キ
エ
フ
公
の
過
度
の

強
大
化
を
阻
止
し
、
同
時
に
内
紛
を
防
止
す
る
た
め
の
苦
肉
の
策
だ
っ
た
。

　
第
一
二
章
コ
〇
五
四
年
と
一
二
〇
四
年
一
離
間
す
る
ル
ー
シ
と
西
方

世
界
」
で
は
、
東
西
教
会
の
対
立
に
決
定
的
影
響
を
与
え
た
二
つ
の
事
件
を

キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
の
教
会
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
考
察
し
て
い
る
。

ま
ず
一
〇
五
四
年
の
教
皇
に
よ
る
総
主
教
の
破
門
に
つ
い
て
、
ル
ー
シ
の

『
原
初
年
代
記
騙
に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
事
件
が
ル
ー
シ
に
お
い

て
大
き
な
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
二
〇
四
年

の
十
字
軍
に
よ
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
占
領
は
、
ル
ー
シ
の
年
代
記

に
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
む
し
ろ
中
立
的
で
、
ル
ー
シ
社
会
が
反

カ
ト
リ
ッ
ク
に
舵
を
切
る
契
機
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
結
語
で
は
、
一
二
章
に
わ
た
っ
て
考
察
さ
れ
て
き
た
ル
ー
シ
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
繰
り
返
し
を
避
け
る
た
め
、
詳

細
は
省
略
す
る
が
、
著
者
は
次
の
二
点
を
強
調
し
て
、
本
書
を
閉
じ
て
い
る
。

第
一
に
、
後
の
ロ
シ
ア
で
見
ら
れ
る
、
反
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
意
識
が
当
該
時

期
に
は
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
ル
ー
シ
人
は
自
ら
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て

認
識
し
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
、
す
な
わ
ち
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
…
部
を
構
成

し
て
い
た
。

　
本
書
の
特
徴
は
、
史
料
が
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
研
究
が
困
難
だ
っ
た
初
期

キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
の
歴
史
を
、
諸
外
国
の
史
料
と
隅
原
初
年
代
記
』
の
記
述

を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
年
代
記
中
で
語
ら
れ
る
隣
国
と
の
戦
争
、
交
渉

な
ど
の
事
件
に
意
味
を
持
た
せ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ド
イ
ツ
の
中
世

史
と
の
関
係
の
中
で
把
握
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本

書
は
面
壁
的
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
古
い
時
代
の
歴
史
に
つ
い
て
、
質
と
量
の

両
面
で
充
実
し
た
記
述
を
日
本
語
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
、
同
じ
地
域
を
研
究
す
る
者
と
し
て
喜
ば
し
く
思
う
。

　
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
も
付
言
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
書
は
、
著
者
本
人
が
認
め
る
通
り
、
ナ
ザ
レ
ン
コ
に
よ
る
研
究
か
ら
多
く

を
学
び
、
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
影
響
が
顕
著
に
観

察
さ
れ
る
の
は
、
章
の
構
成
で
あ
る
。
本
書
は
、
ナ
ザ
レ
ン
コ
の
研
究
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
章
の
順
序
と
な
っ
て
お
り
、
手
書
と
も
に
「
東
西
の
道
」
に
つ

い
て
雷
及
し
た
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
に
焦
点
を
当
て
て
、
西
方
と
の
関
係

を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
章
で
ナ
ザ
レ
ン
コ
の
研
究
を
評
価
し
、
も

し
く
は
彼
の
見
解
を
紹
介
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
に

お
け
る
当
該
分
野
の
研
究
状
況
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

先
行
研
究
の
優
秀
さ
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
こ
の
点
か
ら
本
書
の

評
価
を
既
め
る
こ
と
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
以
下
で
は
、
評
者
が
考
え
る
論
点
を
三
点
開
陳
し
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
、
一
点
目
は
成
立
期
の
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
と
東
方
と
の
関
係
で
あ
る
。

本
書
の
主
た
る
主
張
は
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
を
キ
リ
ス
ト
教
圏
、
特
に
ド
イ

ツ
な
ど
の
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
諸
国
と
の
関
係
の
申
で
把
握
す
る
べ
き
だ
、
と
い

う
も
の
だ
が
、
西
方
と
の
関
係
を
重
視
す
る
あ
ま
り
東
側
と
の
関
係
を
軽
視

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
の
中
で
強
調
さ
れ
て
い
る
「
東
西
の

道
」
に
つ
い
て
、
第
四
章
以
外
で
東
側
と
の
関
係
が
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
く
、
「
東
西
の
道
」
に
お
け
る
東
側
と
ル
ー
シ
の
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
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た
か
が
は
っ
き
り
と
は
見
え
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
で
は
す
で
に
東
洋

史
研
究
者
の
愛
宕
松
男
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
キ
エ
フ
・

ル
ー
シ
の
度
量
衡
シ
ス
テ
ム
は
、
東
の
バ
ザ
ー
ル
帝
国
や
イ
ス
ラ
ー
ム
教
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
強
い
影
響
の
も
と
に
成
立
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
著
者
が
参
考
に
し

た
ナ
ザ
レ
ン
コ
の
研
究
で
は
、
本
書
の
第
四
章
に
あ
た
る
「
東
西
の
道
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

関
す
る
章
の
後
に
、
度
量
衡
の
問
題
に
つ
い
て
～
章
分
割
か
れ
て
い
る
。
本

書
で
は
、
こ
の
問
題
が
取
り
扱
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
東
西
の
道
扁

に
お
け
る
西
側
の
影
響
が
過
度
に
強
調
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。　
次
に
、
二
点
目
は
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
の
政
治
制
度
と
そ
の
政
治
的
一
体
性

に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
本
書
は
、
噌
原
初
年
代
記
臨
が
書
か
れ
た
キ
エ
フ

と
キ
エ
フ
公
の
活
動
が
中
心
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
キ
エ
フ
の
重
要
性
を
過

度
に
評
価
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
キ
エ
フ
・

ル
ー
シ
を
「
東
西
の
道
」
に
位
置
づ
け
る
際
に
、
キ
エ
フ
が
そ
の
通
り
道
で

あ
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
二
章
に
お
い
て
、
ベ
ル
タ
ン
年

代
記
に
現
れ
る
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
系
の
「
ロ
ー
ス
」
は
、
ど
こ
に
居
住
し

て
い
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
ア
ラ
ブ
銀
貨
が
出
土
す
る
ノ

ヴ
ゴ
ロ
ド
や
ヴ
ォ
ル
ガ
川
沿
い
で
は
な
く
、
キ
エ
フ
の
付
近
に
い
た
の
だ
と

結
論
付
け
て
い
る
。
こ
こ
で
著
者
が
根
拠
と
し
て
い
る
の
は
、
史
料
に

「
ロ
ー
ス
」
の
首
長
の
称
号
と
し
て
現
れ
る
一
義
ガ
ン
偏
で
あ
る
。
著
者
は

バ
ザ
ー
ル
帝
国
の
影
響
で
「
ロ
ー
ス
」
の
人
々
が
こ
の
称
号
を
使
っ
た
と
し

て
、
バ
ザ
ー
ル
に
最
も
近
い
南
の
キ
エ
フ
以
外
の
地
域
の
可
能
性
を
排
除
し

て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
の
時
期
に
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ

ビ
ア
系
住
民
が
定
住
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
ア
ラ
ブ
銀
貨
が
出
土
す
る
南

北
の
交
易
路
上
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
や
ヴ
ォ
ル
ガ
川
流
域
に
滞
在
し
て
い
た
ス
カ

ン
デ
イ
ナ
ビ
ア
系
が
バ
ザ
ー
ル
や
さ
ら
に
南
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
を
目
指
し
て

移
動
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
キ
エ
フ
と
他
の
都
市
と
の
関
係
性
や
キ
エ
フ
大
公
と
他
の
都

市
の
公
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
、
十
分
に
言
及
さ
れ
な
い

ま
ま
、
「
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
の
遺
言
」
の
よ
う
な
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
に
よ
る
一
円

支
配
の
確
立
を
示
唆
す
る
史
料
を
扱
う
こ
と
は
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
の
一
体

性
を
措
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
中
央
」
と

「
地
方
」
の
関
係
が
不
明
瞭
な
ま
ま
で
は
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
が
ど
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
構
造
を
持
っ
た
共
同
体
だ
っ
た
か
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
の
問
題
は
、
果
た
し
て
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
に
共
同
体
と
し
て
の
～

体
性
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
三
点
目
は
、
な
い
も
の
ね
だ
り
で
は
あ
る
が
、
後
の
時
代
と
の

関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
は
『
原
初
年
代
記
騙
を
読
み
解
く
と
い
う
性

質
か
ら
年
代
記
の
記
述
が
終
わ
る
一
一
世
紀
末
の
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
の
孫
の
代
で

叙
述
が
終
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
著
者
が
こ
の
キ
エ
フ
時
代
を
ロ
シ
ア
文
化

の
根
源
と
し
て
と
ら
え
る
の
な
ら
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
、
現
在
へ
と
つ
な
が
る
の
か
、
ま
た
断
絶
す
る
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
に
つ
い
て
言
及
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、
こ
の
問

題
が
、
本
書
の
主
張
の
核
と
な
っ
て
い
る
ロ
シ
ア
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
と
の

関
係
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
、

前
著
『
タ
タ
ー
ル
の
く
び
き
舳
（
二
〇
〇
七
年
）
で
、
一
三
世
紀
以
後
の

「
タ
タ
ー
ル
扁
の
襲
来
と
そ
の
支
配
に
つ
い
て
、
そ
の
実
像
を
研
究
し
た
。

結
論
部
で
、
著
者
は
、
「
ル
ー
シ
人
は
「
ル
ー
シ
の
正
教
徒
し
を
称
し
た
の

で
あ
り
、
西
方
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
同
じ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

ロ
シ
ア
（
ル
ー
シ
）
を
「
東
と
西
の
あ
い
だ
扁
の
存
在
と
呼
ぶ
か
、
あ
る
い
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評書

は
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
な
い
し
「
ロ
シ
ア
（
ル
ー
シ
）
」
と
呼
ぶ
か
は
、
そ
う

本
質
的
な
こ
と
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
前
著
と
本
書
の
間
に
著
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

考
え
方
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
後
の
時
代
の
西
側
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
異

質
性
を
強
調
し
て
い
た
著
者
が
、
本
著
で
は
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
が
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
」
の
一
部
の
な
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
対
象
と
す
る
時

代
が
異
な
る
と
は
い
え
、
や
や
疑
問
が
残
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
も
本
書
が
対
象
と
す
る
時
代
か
ら
、
モ
ス
ク
ワ
が
台
頭
し
て
く
る
ま
で

の
時
代
の
変
化
を
記
述
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　
以
上
、
論
点
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
指
摘
は
本
書
の
評
価
を
下

げ
る
も
の
で
は
な
い
。
上
述
の
課
題
は
、
む
し
ろ
、
我
々
後
進
の
研
究
者
に

託
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
①
バ
ザ
ー
ル
帝
国
に
つ
い
て
日
本
語
で
読
め
る
も
の
と
し
て
は
、
S
・
A
・
プ
リ

　
　
ェ
ー
ト
ニ
エ
ヴ
ァ
（
城
田
俊
訳
）
『
バ
ザ
ー
ル
謎
の
帝
国
紬
新
潮
社
、
一
九
九
六

　
　
年
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
②
｝
し
⇔
．
鵠
器
唱
r
9
巽
。
泪
℃
⑩
臣
曽
℃
団
∩
ぴ
臣
濤
漢
萎
舞
で
g
ま
同
×
鎚
日
§

　
　
竃
r
9
錘
＝
2
一
巷
誤
お
。
需
℃
民
鼠
閑
団
き
認
唱
ま
H
×
B
沼
怨
周
冬
〉
（
＝
切
呉
。
甲

　
　
ζ
．
P
O
O
H

　
③
ビ
ザ
ン
ツ
の
条
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
最
近
刊
行
さ
れ
た
、
斯
波
照
雄
・
玉
木

　
　
俊
明
編
欄
北
海
・
バ
ル
ト
海
の
商
業
世
界
』
悠
書
館
、
一
一
〇
一
五
年
、
に
詳
し
い
。

　
④
愛
宕
松
男
［
蒙
古
史
の
　
側
面
と
し
て
の
ロ
シ
ヤ
史
…
モ
ス
ク
ワ
王
國
の
成

　
　
立
過
程
へ
の
考
察
－
偏
㎎
史
林
㎞
三
〇
1
四
、
～
九
四
五
年
、
一
四
－
一
五
頁
。

　
⑤
｝
し
d
．
寓
器
竜
侮
震
。
＜
ズ
鎚
8
タ
∩
．
P
δ
山
P
。
。
．

　
⑥
今
村
栄
一
は
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
の
一
体
性
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
彼
は
キ
エ

　
　
フ
・
ル
ー
シ
に
お
け
る
「
辺
境
」
の
ガ
ー
リ
チ
公
国
に
つ
い
て
の
考
察
の
中
で
、

　
　
ガ
ー
リ
チ
公
家
が
元
々
リ
ュ
ー
リ
ク
の
子
孫
で
は
な
く
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
に
帰

　
　
順
し
た
後
に
家
系
図
に
組
み
込
ま
れ
た
、
つ
ま
り
年
代
記
制
作
者
に
よ
る
創
作
の

　
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
今
村
栄
一
「
キ
エ
フ
ー
ー
ル
ー
シ
の
門
辺
境
」
に
お

　
け
る
「
公
」
の
あ
り
方
」
『
古
代
ロ
シ
ア
研
究
㎞
二
〇
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
＝
マ

　
九
四
頁
。

⑦
栗
生
沢
猛
夫
魍
タ
タ
ー
ル
の
く
び
き
ー
ロ
シ
ア
史
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
支
配

　
の
研
究
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
一
一
〇
〇
七
年
、
三
七
一
頁
。
ま
た
、
以
下
の
よ
う

　
に
も
述
べ
て
い
る
。
「
モ
ン
ゴ
ル
支
配
の
意
味
を
問
う
と
い
う
こ
と
は
（
中
略
）

　
従
来
の
ロ
シ
ア
史
像
の
「
西
方
的
偏
向
」
を
具
体
的
に
正
す
き
っ
か
け
と
な
り
え

　
よ
・
り
」
　
（
同
搬
凹
、
　
一
二
⊥
ハ
八
頁
）
。
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